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◆ 発表のポイント

● ヘビの一種が顎をノコギリのように使って口の中で餌を切断し、消化できない部分を取り除くこ

とを明らかにしました。

● この行動は左右の下顎が別々に前後方向に動くことで可能になっており、脊椎動物においてユニ

ークなものでした。

● 形態の特殊化によって動きの自由度が増した結果、新たな行動が進化して、顎の機能が多様化し

たと考えられます。

◆ 発表概要

脊椎動物の顎の形態と機能は非常に多様ですが、ほとんどの種では上顎と下顎が蝶番のように開閉す

る動きをします。本研究グループは、巻貝食のセダカヘビの一種が下顎をノコギリのように前後方向に

動かして口の中で餌を切断し、消化できない部分（タニシの蓋）を取り除くことを明らかにしました。

この器用な行動は左右の下顎が別々に前後方向に動くことで可能になっており、脊椎動物においてユニ

ークなものです。セダカヘビがもつ前後方向に動く下顎は、もともとは巻貝を殻から取り出すための適

応であると考えられています。形態の特殊化によって顎の動きの自由度が増した結果、新たな行動が進

化して、顎の機能が多様化したと考えられます。

◆ 発表内容

脊椎動物の進化史の中で、顎は最大の発明と言われます。7万種を超える脊椎動物の顎の形態と機能は

非常に多様ですが、どの種の顎も相同器官（注 1）であることから、上顎と下顎が蝶番のように開閉する



 

という基本的な構造は維持されています。しかし、中には特殊な構造の顎をもつものもいます。ヘビの

顎は右側と左側が分離しており、左右の顎が別々に動きます。さらに、巻貝などを餌とするセダカヘビ

の仲間では、上顎と下顎の骨も分離しており、それによって下顎の可動性が非常に大きくなっています。

セダカヘビはその特殊な下顎を巻貝の殻に差し込み、貝の体を引きずり出して食べます。 
本研究グループは、セダカヘビの一種であるエダセダカヘビに陸棲のタニシを与えて捕食行動を観察

しました。タニシの体に付いている蓋はヘビには消化できないため、ヘビにとってタニシは利用しづら

い餌であると言えます。捕食の場面において、エダセダカヘビはタニシの体にかみつくと、下顎を殻の

中に差し込んでタニシの体を殻から引きずり出しました。そして、片側の下顎をまるでノコギリのよう

に動かして蓋を器用に切り落とし、軟らかい部分だけを呑み込みました。片側の下顎が前後方向に動い

て蓋を切り落としている間、もう一方の下顎と上顎がタニシの体をしっかりと保持していました。つま

り、下顎が左右別々に前後方向に動くことで餌の切断が可能となっており、この行動は他のほとんどの

脊椎動物には構造的に不可能なものでした。セダカヘビがもつ可動性の高い下顎は、もともとは巻貝を

殻から取り出すための適応であると考えられています。形態の特殊化によって顎の動きの自由度が増し

た結果、新たな行動が進化して、顎の機能が多様化したと考えられます。 
新たな行動は形態の進化にも影響している可能性があります。巻貝を主食とするセダカヘビの下顎は

一般に左右非対称な形をしており、右巻きの巻貝の体をうまく取り出せるようになっています。しかし、

エダセダカヘビは巻貝を主食とするにもかかわらず、左右対称に近い下顎をもっています。今回の研究

により、本種の顎は貝を取り出すためだけでなく、貝の切断にも使われていることがわかりました。フ

ォークとナイフに相当するような二つの相反する機能を両立しているというところに、左右対称の顎の

謎を解く鍵が隠されているかもしれません。セダカヘビの顎は、形態と機能（行動）が互いに影響し合

いながら進化してきたことを教えてくれます。 
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◆ 用語解説 

（注 1）相同器官：進化的起源が互いに同じである器官のこと。 



 

添付資料 

 
図１．エダセダカヘビの捕食行動 
はじめに、エダセダカヘビは下顎を使ってタニシの体を殻から取り出します。次に、口の中でタニシの

位置を調整し、片側の下顎をノコギリのように前後方向に動かしてタニシの蓋を切り落とします。そし

て、殻と蓋を残してタニシの軟らかい体だけを呑み込みます。 
（イラスト：田中花音） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

図２．エダセダカヘビの頭部の CT画像 
左：下顎を前方へ突き出した状態。右：下顎を後方へ引いた状態。 
歯が並んだ下顎の骨は１つの骨（方形骨）によって頭骨とつながっており、方形骨が振り子のように前

後に振れることで下顎が前後方向にスライドします。左右の下顎は分離しており、別々に動きます。こ

の図では右側（奥）の顎は省略されています。 
以上 

 


